
年間入園者 
100万人！ 

［目標］ 

課題 

再生 

　
昭
和
四
十
年
代
に
は
、
七
年

連
続
で
年
間
入
園
者
数
が
百
万

人
を
突
破
し
て
い
た
円
山
動
物

園
で
す
が
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
多
様
化
や
施
設
の
老
朽
化

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
重

な
り
合
い
、
入
園
者
数
は
減
少

の
一
途
を
た
ど
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
 

低
迷
の
時
代
 

レジャー施設の役割が重要視されてきたが、絶滅の危機にある
動物の繁殖や環境の維持という、社会的役割を求められてきた。 

長年にわたる赤字経営や、そこで働く人々のマンネリ化などによ
り意識が低下し、経営的視点が欠けてきた。 

展示動物数を増やすことに重点を置いてきたため、展示方法や
各エリアのテーマへの工夫が欠けている。また、売店や飲食店
のサービスも古くささが目立つようになった。 

施設・展示の 
陳腐化 

意識の低下 

動物園の 
役割の変化 

浮かび上がってきた課題 

市
民
の
声
を
取
り
入
れ
て
 

再
生
を
目
指
す
 

活発な議論が行われたリスタート委員会 

　
市
民
か
ら
、
よ
り
愛
さ
れ
る

動
物
園
を
目
指
し
て
、
平
成
十

八
年
六
月
に
「
円
山
動
物
園
リ

ス
タ
ー
ト
委
員
会
」
を
発
足
。

市
民
、
経
済
界
、
学
識
経
験
者
、

教
育
界
な
ど
幅
広
い
分
野
で
構

成
す
る
十
三
人
の
委
員
に
よ
り
、

約
一
年
間
に
わ
た
っ
て
議
論
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
 

　
今
年
二
月
か
ら
三
月
に
は
、

広
く
市
民
意
見
を
受
け
付
け
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
実
施
。

三
十
三
人
、
百
四
十
九
件
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
う
ち
の

約
八
割
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
、

三
月
二
十
二
日
に
「
円
山
動
物

園
基
本
構
想
」
が

完
成
し
ま
し
た
。
 

 

19年度に策定した基本計画を
実現していく期間。老朽化した
施設の改築や新たなイベントの
展開などにより、生まれ変わった
動物園を実感できます。 

基本構想をどのように具体化し
ていくべきか検討し、今後の基
本計画を立てます。また、こども
動物園など、一部施設の改修を
検討しています。 

二
〇
〇
七
年
度
 

（
平
成
十
九
年
度
）
 

二
〇
〇
八
年
度
 

（
平
成
二
十
年
度
）
 

二
〇
一
一
年
度
 

（
平
成
二
十
三
年
度
）
 

先行取り組み期間 
（平成19年度） 

集中取り組み期間 
（平成20年度～23年度） 

開
園
六
十
周
年
 

二
〇
〇
七
年
 

（
平
成
十
九
年
）
 

六
月
 

二
月
〜
三
月
 

三
月
 

リ
ス
タ
ー
ト
委
員
会

発
足
 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
 

基
本
構
想
が
 

完
成
 

　
単
な
る
レ
ジ
ャ
ー
施
設
に

と
ど
ま
ら
ず
、
希
少
動
物
の

保
護
や
、
命
の
大
切
さ
を
伝

え
る
自
然
環
境
教
育
施
設
と

し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い

く
こ
と
が
、
現
在
の
動
物
園

に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
円
山
動
物
園
も
、
札
幌
に

お
け
る
環
境
教
育
の
拠
点
、

そ
し
て
自
然
と
共
生
で
き
る

都
市
を
目
指
す
上
で
の
中
核

と
な
る
た
め
に
、
次
の
三
つ

の
行
動
を
柱
に
掲
げ
、
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
 

希
少
動
物
の
繁
殖
と
自
然
へ

の
復
元
に
向
け
た
事
業
な
ど
 

周
辺
施
設
と
の
連
携
、
自
然

の
活
用
な
ど
 

「
わ
た
し
の
動
物
園
」

「
わ
た
し
の
動
物
園
」
 

 
と
い
う
視
点
か
ら
の
行
動

と
い
う
視
点
か
ら
の
行
動
 

生
物
多
様
性
の
確
保
に

生
物
多
様
性
の
確
保
に
 

向
け
た
行
動

向
け
た
行
動
 

 自
然
豊
か
な
円
山
エ
リ
ア
の

自
然
豊
か
な
円
山
エ
リ
ア
の
 

中
核
施
設
と
し
て
の
行
動

中
核
施
設
と
し
て
の
行
動
 

動
物
を
よ
り
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
展
示
な
ど
 

「
わ
た
し
の
動
物
園
」
 

 
と
い
う
視
点
か
ら
の
行
動
 

生
物
多
様
性
の
確
保
に
 

向
け
た
行
動
 

 自
然
豊
か
な
円
山
エ
リ
ア
の
 

中
核
施
設
と
し
て
の
行
動
 

円山動物園 
基本構想とは？ 

人と動物と環境の 
きずなをつくる 
動物園 

人と動物と環境の 
きずなをつくる 
動物園 

園内を流れる円山川を利
用した「自然体験ゾーン」
など、新たな動物舎や展示
方法を検討します。 

新しいレストランやカフェ、
コンビニエンスストアなどを
敷地内に造ります。 

職員の人件費を除いた基礎収支の、
収入と支出のバランスが均衡するよ
うにします。 

 赤字の解消に努めます 癒しとくつろぎの空間づくり 

入園者数/年間100万人 
経常収入/17年度から倍増 
経常支出/17年度から30％削減 

平成23年度の目標 

これまであまり活用してこな
かった、朝や夜の時間帯や、
冬季にも積極的にイベント
を行います。 

シニア層、親子、カップルな
ど、具体的にターゲットを絞
ったイベントを展開します。 

新たな視点でイベントを企画 

構想の詳細は、ホームページでご覧いただけます　www.city.sapporo.jp/zoo

市民の皆さんとともに考えながら、新しい円山動物園をつくり上げていきます。　感想や　3 2007―　―広報さっぽろ5


